
「
D
・
ス
ガ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト馬　」

淵

卯
　
三
　
郎

　
一
六
八
五
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
史
に
と
っ
て
た
ま
た
ま
将
来
の
み
の

り
を
約
束
す
る
年
と
な
っ
た
。
す
で
に
六
〇
才
を
こ
え
た
ハ
レ
の
外
科
医

ゲ
オ
ル
ク
。
ヘ
ン
デ
ル
と
年
若
い
妻
ド
ロ
テ
ー
ア
の
間
に
二
月
二
三
日
、

男
の
子
が
生
ま
れ
父
の
名
を
と
っ
て
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
名
ず

け
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
ケ
月
後
、
ハ
レ
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
は
バ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
麓
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
町
の
音

楽
家
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ウ
ス
・
バ
ハ
の
四
番
目
の
赤
ん
坊
が
ゲ
オ
ル
ク
教
会
で

洗
礼
を
受
け
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゼ
バ
ス
チ
ア
ン
と
名
ず
け
ら
れ
た
。
さ
て
、
そ

の
年
も
末
に
近
い
十
↓
月
一
日
の
こ
と
、
ス
ペ
イ
ン
王
よ
り
つ
か
わ
き
れ

た
総
督
コ
ロ
ブ
ラ
ー
ノ
O
o
δ
ぴ
轟
昌
。
公
の
治
め
て
い
た
ナ
ポ
リ
の
町
で

モ
ン
テ
サ
ン
ト
教
会
O
霞
Φ
ω
ρ
甲
虫
。
口
叶
。
ω
p
コ
8
の
教
区
牧
師
ソ
レ
ン

チ
ー
ノ
　
o
D
o
冥
①
葺
言
。
が
洗
礼
帳
に
次
の
よ
う
に
記
入
し
て
い
た
。

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

コ
六
八
五
年
十
一
月
一
日
。
私
は
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ス
ヵ
ル
ラ
ッ

テ
イ
殿
ω
一
σ
q
り
≧
o
。
。
ω
き
酔
o
o
D
o
霞
冨
二
（
硫
煙
ら
）
と
ア
ン
ト
ニ
ア
・
ア
ン

ツ
ァ
ロ
ー
ネ
殿
Q
D
凶
α
q
・
》
葺
。
三
〇
〉
誉
N
巴
。
昌
①
夫
妻
の
間
に
先
月
二
六
日

出
生
し
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ド
メ
ニ
コ
　
O
一
口
。
。
・
∪
（
）
ヨ
。
、
）
と
名
ず
け
ら
れ
た

男
子
に
洗
礼
を
施
し
た
。
そ
の
子
を
聖
水
盤
ま
で
抱
い
て
行
っ
た
の
は
コ

ロ
ブ
ラ
ー
ノ
公
妃
ド
ン
ナ
・
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
デ
ル
・
カ
ル
ピ
オ
殿
ω
学

σq

k
U
．
固
①
O
琴
茜
（
巨
6
ρ
H
営
O
勺
ニ
ロ
O
壱
⑦
。
。
。
。
ρ
象
O
O
δ
び
舜
ロ
O
と

マ
ツ
ダ
ロ
ー
二
七
ド
ン
。
ド
メ
ニ
コ
・
マ
ル
チ
オ
・
ヵ
ラ
フ
ァ
殿
Q
D
黄
り

一
）
．
U
o
臼
Φ
巳
8
言
ρ
詳
δ
O
餌
冨
蜜
U
ロ
。
ρ
二
二
ρ
α
α
巴
。
巳
で
あ
っ

た
。
」

　
こ
の
三
人
置
そ
ろ
っ
て
一
七
五
〇
年
代
に
な
く
な
っ
た
。
ま
ず
ヨ
ー
ハ

ン
・
ゼ
バ
ス
チ
ア
ン
が
一
七
五
〇
年
七
月
二
八
日
目
イ
プ
チ
ヒ
で
、
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

ド
メ
ニ
コ
が
五
七
年
七
月
二
三
日
マ
ド
リ
ー
の
レ
ガ
ニ
ト
ス
通
り
0
9
一
一
①

ユ
①
目
。
㈹
㊤
艮
8
。
・
三
五
番
地
の
自
宅
で
、
最
後
に
二
年
お
く
れ
て
五
九
年

四
月
一
四
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
そ
れ
み
＼
の

一
生
を
終
え
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
三
人
の
た
ど
っ
た
道
は
、
そ
し
て
、
音
楽
の
発
展
へ
の
寄
与
は
そ

れ
み
＼
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の
死
後
の
運
命
も
さ
ま
ぐ

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
約
半
世
紀
も
忘
れ
去
ら
れ
た
後
、
十
九
世
紀
の
ド

イ
ツ
音
楽
が
民
族
的
英
雄
を
募
っ
た
時
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
バ
ッ
ハ
に

も
、
メ
サ
イ
ア
一
つ
に
名
声
を
託
し
た
ヘ
ン
デ
ル
に
も
、
．
ハ
ー
プ
シ
コ
ー

ド
演
奏
の
大
家
と
い
う
名
の
み
高
か
っ
た
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
に
も
ひ
と
し

く
お
と
ず
れ
た
の
は
、
そ
の
音
楽
が
全
体
と
し
て
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
、
ゲ
ル
ス
チ
ン

ベ
ル
ク
の
研
究
　
♂
ぐ
p
＝
①
『
O
o
話
け
①
コ
げ
。
財
α
Q
“
∪
δ
国
蚕
く
δ
目
犀
。
ヨ
℃
o
ω
甲

註
O
昌
O
旨
U
O
日
〇
三
8
Q
り
O
P
巳
舞
鉱
q
。
．
這
ω
ω
●
（
し
d
霧
。
。
①
）
や
カ
！
ク
バ
ト
リ

ッ
ク
の
そ
れ
　
閑
巳
℃
げ
国
貯
げ
”
葺
二
〇
罵
”
U
o
日
①
三
8
0
Q
o
母
冨
茸
P
H
㊤

α
Q
。
・
黒
く
・
o
q
・
一
㊤
α
9
（
勺
「
正
鵠
O
①
仲
O
冨
　
q
。
　
℃
．
）
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
は
、

他
の
二
人
に
比
べ
て
不
当
に
無
視
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
他
の
音
楽

家
の
仕
事
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
に
自
己
の
音
感
覚
に
誠
実
に
ひ
た
す
ら
自
己

の
音
楽
を
書
い
た
こ
の
過
渡
期
の
音
楽
家
の
歴
史
的
意
義
は
、
伝
統
に
忠

実
で
あ
る
あ
ま
り
自
己
の
可
能
性
を
新
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
の
音
楽
に
開
花

さ
せ
る
こ
と
を
こ
ば
ん
だ
バ
バ
や
、
つ
い
に
時
代
の
子
で
し
か
あ
り
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

か
っ
た
ヘ
ン
デ
ル
よ
り
も
劣
る
と
は
決
し
て
云
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
伝
記
的
研
究
は
バ
バ
や
ヘ
ン
デ
ル
に

く
ら
べ
る
と
非
常
に
不
完
全
で
あ
る
が
、
前
記
の
カ
ー
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
に

よ
っ
て
簡
単
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　
ド
メ
ニ
コ
の
父
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
は
、
一
八
六
四
年
二
月
十
七
日
ナ
ポ

リ
へ
来
て
ス
ペ
イ
ン
総
督
に
仕
え
て
そ
の
楽
長
に
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
に

生
ま
れ
た
ド
メ
ニ
コ
の
音
楽
教
育
は
こ
の
父
か
ら
ま
ず
与
え
ら
れ
た
。
一

七
〇
一
年
、
ド
メ
ニ
コ
は
王
宮
礼
拝
堂
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
な
っ
た
が
ま

も
な
く
一
七
〇
二
年
七
月
、
父
に
従
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
出
か
け
た
。

ド
メ
ニ
コ
は
十
一
月
に
は
ナ
ポ
リ
へ
帰
っ
た
が
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
は
ロ

ー
マ
に
と
ど
ま
り
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ
ヨ
ー
レ
に
地
位
を
得
て
ナ

ポ
リ
へ
帰
ら
ず
、
一
七
〇
四
年
十
月
ナ
ポ
リ
で
の
地
位
を
失
な
っ
た
。
そ

の
後
任
に
ド
メ
ニ
コ
が
え
ら
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ツ
レ
サ
ン
ド
ロ
は

一
七
〇
五
年
春
、
ド
メ
ニ
コ
を
ロ
ー
マ
へ
呼
び
寄
せ
そ
の
ま
ま
ベ
ネ
ツ
ィ

ア
へ
出
発
き
せ
た
。
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
彼
の
行
動
は
一
切
不
明
で
あ
る

が
、
彼
の
ソ
ナ
タ
に
見
ら
れ
る
ア
チ
ヤ
ッ
ヵ
ト
ゥ
ー
ラ
や
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

・
グ
ロ
ッ
ソ
的
ス
タ
イ
ル
は
、
彼
が
ガ
ス
パ
リ
ー
二
国
H
ρ
ロ
。
①
ω
o
o
O
ρ
・

。。

箔
�
､
に
教
え
を
受
け
、
ビ
バ
ル
デ
ィ
の
演
奏
を
き
い
た
で
あ
ろ
う
ζ

と
を
物
語
る
。
ビ
バ
ル
デ
ィ
の
指
揮
す
る
女
子
孤
児
院
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
当
時
有
名
で
あ
っ
た
し
、
ガ
ス
パ
リ
1
二
は
一
七
〇
八
年
、
通
奏
低
音



の
教
科
書
　
見
〉
同
8
0
昆
8
冠
冨
二
〇
〇
巴
9
日
げ
』
o
を
出
版
し
て
い

た
。　

ド
メ
ニ
コ
は
一
七
〇
九
年
の
レ
ソ
ト
祭
に
は
す
で
に
ロ
ー
マ
に
来
て
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
前
王
妃
マ
リ
ア
・
ヵ
ジ
ミ
ー
ラ
竃
p
二
9
0
器
一
蓋
貯
9
に
仕

え
る
楽
長
で
あ
っ
た
。
有
名
な
、
ヘ
ン
デ
ル
と
の
競
演
は
多
分
一
七
〇
九

年
春
、
ヘ
ン
デ
ル
の
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ド
メ
ニ
コ
は
ナ
ポ
リ
時
代
す
で
に
オ
ペ
ラ
の
作
曲
に
手
を
そ
め
て
い
た

が
、
ロ
ー
マ
へ
き
て
か
ら
は
オ
ラ
ト
リ
オ
を
手
は
じ
め
に
マ
リ
ア
・
ヵ
ジ

ミ
ー
ラ
の
た
め
に
毎
年
オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
一
七
一
四

年
ま
で
で
あ
っ
た
。
金
に
困
っ
た
マ
リ
ア
・
カ
ジ
ミ
ー
ラ
は
不
義
理
を
か

さ
ね
た
末
、
ル
イ
十
四
世
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
年
六

月
、
生
ま
れ
故
郷
の
フ
ラ
ン
ス
へ
向
け
て
出
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ド
メ
ニ
コ
は
そ
の
後
ジ
斗
リ
ア
数
会
堂
　
切
ρ
ω
田
雷
O
貯
＝
㊤
に
地
位

を
得
、
そ
の
年
の
末
に
は
楽
長
に
昇
任
し
た
。
こ
こ
に
は
彼
の
作
曲
し
た

ア
・
カ
ペ
ラ
ス
タ
イ
ル
の
ミ
セ
レ
ー
レ
ニ
曲
が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
一
曲

ト
短
調
の
パ
ー
ト
譜
は
現
存
す
る
彼
の
唯
一
の
自
筆
楽
譜
で
あ
る
。
ま
た

同
じ
頃
、
ド
メ
ニ
コ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
フ
オ
ン
テ
ス
尺
寸
p
H
ρ
置
。
ω
自
。

閃
。
算
①
ω
に
仕
え
る
楽
長
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
七
一
五
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
、
ド
メ
ニ
コ
は
ロ
ー
マ
市
民
の
前
に
始

め
て
オ
ペ
ラ
を
発
表
し
た
。
　
（
マ
リ
ア
・
ヵ
ジ
ミ
ー
ラ
の
た
め
に
書
い
た

オ
ペ
ラ
は
宮
廷
音
楽
の
常
と
し
て
非
公
開
で
あ
っ
た
。
）
カ
プ
ラ
ニ
カ
O
㊤
・

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

℃
毒
臥
。
9
　
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
こ
の
オ
ペ
ラ
「
〉
ヨ
げ
8
8
」
は
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
王
子
ア
ン
ブ
レ
ー
ト
が
悪
者
を
処
刑
し
て
め
で
た
く
幕
が
お
り

る
と
い
う
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
彼
は
い
く
つ
か
の
オ

ペ
ラ
を
書
い
た
。

　
一
七
一
九
年
八
月
教
会
の
地
位
を
辞
し
、
九
月
三
日
イ
ギ
リ
ス
へ
向
け

て
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
一
七
一
二
年
十
二
月
三
一
日
リ
ジ
ボ
ア
＝
ω
・

び
o
ρ
　
の
教
会
で
彼
が
自
作
の
テ
・
デ
ウ
ム
を
指
揮
す
る
ま
で
の
間
の
こ

と
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
期
気
中
で
彼
に
関
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

　
一
七
二
〇
年
五
日
三
十
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
劇
場
で
彼

の
オ
ペ
ラ
「
乞
母
。
δ
o
」
が
上
演
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
を
上
演
し
た
の

は
ロ
ー
ジ
ン
グ
レ
イ
ブ
閑
。
。
・
虫
ロ
σ
q
舜
く
①
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
音
楽
家
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
が
、
彼
の
オ
ペ
ラ
の
上
演
き
れ
た
最

後
で
あ
る
。

　
一
七
二
〇
年
九
月
一
日
目
ロ
ン
ド
ン
で
「
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
が
演
奏

会
を
開
い
た
が
こ
れ
は
、
彼
の
叔
父
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
七
二
〇
年
九
月
六
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
妃
マ
リ
ア
ン
ナ
の
誕
生
日

に
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
セ
レ
ナ
ー
デ
が
演
奏
さ
れ
た
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
カ
ー
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
お
そ
く
と
も
一
七
二
〇
年

八
月
に
は
リ
ジ
ボ
ア
に
つ
い
て
セ
レ
ナ
ー
デ
の
演
奏
を
指
揮
し
た
で
あ
ろ

う
と
讃
え
る
。
と
に
か
く
ド
メ
ニ
コ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の
宮
廷
礼
拝
堂
の

楽
長
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
王
弟
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

オ
と
王
女
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
冒
霞
鼠
切
碧
σ
母
9
に
音
楽
を
教
え
る

仕
事
も
と
も
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
滞
在
中
に
二
回
イ
タ
リ
ア
へ
行
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
一
七
二
四
年
六
月
か
ら
二
五
年
一
月
ま
で
ロ
ー
マ
に
留
学

し
て
い
た
ク
ヴ
ン
ツ
ρ
暮
暮
N
が
、
ド
メ
ニ
コ
に
ロ
ー
マ
で
会
っ
た
と

記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
父
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
の
病
気
見
舞
に
イ
タ
リ
ア

へ
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
（
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
は
一
七
二
五
年
十
月

二
四
日
な
く
な
っ
た
。
）

　
次
は
一
七
二
八
年
五
月
彼
が
ロ
ー
マ
で
結
婚
し
た
時
で
あ
る
。

　
さ
て
、
↓
七
二
九
年
一
月
、
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
は
ス
ペ
イ
ン
の
太
子

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
結
婚
し
た
。
両
王
家
は
、
国
境
の
ヵ
ヤ
O
超
ρ
川
の

上
に
特
設
さ
れ
た
建
物
の
中
で
会
見
し
、
王
女
は
ス
ペ
イ
ン
領
へ
足
を
は

こ
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ジ
ョ
ア
ウ
ン

五
世
一
。
四
。
＜
の
命
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
へ
つ
い
て
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。　

ス
ペ
ノ
ン
宮
廷
の
一
行
は
三
月
に
セ
ビ
リ
ヤ
に
つ
い
た
。
そ
の
後
宮
廷

は
季
節
ご
と
に
各
地
を
移
動
し
、
王
太
子
ア
ス
ト
ウ
リ
ア
公
夫
妻
即
ち
、

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
マ
リ
ア
。
バ
ル
バ
ラ
が
マ
ド
リ
ー
に
は
い
っ
た
の
は
一

七
三
三
年
十
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
宮
廷
は
定
期
的
に

各
地
の
離
宮
を
移
動
し
て
い
っ
た
が
、
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
も
王
太
子
夫
妻

の
と
も
を
し
て
、
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
と
一
緒
に
渡
り
鳥
の
よ
う
な
生
活
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ス
ペ
イ
ン
へ
き
て
か
ら
の
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ

の
音
楽
家
と
し
て
の
立
場
は
そ
れ
以
前
と
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
オ

ペ
ラ
作
曲
家
と
し
て
、
ま
た
教
会
音
楽
家
と
し
て
、
創
作
活
動
の
面
で
は

必
ず
し
も
人
に
す
ぐ
れ
た
作
品
を
書
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
的
に

は
は
な
や
か
な
、
人
に
も
て
は
や
さ
れ
る
地
位
に
あ
っ
た
。
し
か
し
ス
ペ

イ
ン
へ
来
て
か
ら
は
、
当
時
宮
廷
で
さ
か
ん
に
オ
ペ
ラ
を
書
い
て
上
演
し

て
い
た
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
の
仲
間
に
も
は
い
れ
ず
、
ま
た
教
会
音
楽
を
ほ

と
ん
ど
書
い
た
様
子
も
な
く
、
ま
っ
た
く
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
の
音
楽
教

師
と
し
て
一
生
を
終
っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
↓
七
三
七
年
歌
手
フ
ァ

リ
ネ
リ
が
王
妃
に
招
か
れ
て
ス
ペ
イ
ン
の
宮
廷
へ
来
て
寵
を
得
た
時
、
ド

メ
ニ
コ
の
不
遇
を
あ
わ
れ
ん
だ
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
は
、
父
ポ
ル
ト
ガ
ル

王
に
頼
ん
で
ド
メ
ニ
コ
を
貴
族
に
す
る
よ
う
取
り
は
か
ら
っ
た
ら
し
い
。

一
七
三
八
年
三
月
八
日
付
け
で
、
ジ
。
ア
ウ
ン
五
世
は
「
特
別
の
理
由
に

よ
り
、
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
エ
ス
カ
ル
ラ
テ
ィ
U
o
ヨ
冒
σ
Q
o
ω
国
。
・
o
ρ
「
冨
江
に
サ

ン
チ
ャ
ゴ
騎
士
団
の
マ
ン
ト
を
授
与
」
し
た
の
で
あ
る
。
ド
メ
ニ
コ
は
、

ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
集
国
ω
ω
臼
9
』
℃
①
「
Ω
曳
く
ぎ
①
ヨ
び
－

巴
O
α
一
］
）
O
コ
一
）
0
8
①
ロ
ざ
O
　
u
D
O
ρ
二
ρ
け
江
O
㊤
＜
P
＝
①
『
O
自
一
Q
Q
’
O
す
O
O
日
O

o
竃
器
ω
＃
o
島
ω
①
H
Φ
三
。
・
巴
日
一
喝
「
言
。
首
o
o
勺
「
①
目
昼
8
。
・
騨
自
。
＝
o

＞
簿
早
耳
①
卑
ρ
　
を
王
に
献
呈
し
た
。
こ
の
曲
集
の
出
版
年
代
は
不
明
で

あ
る
が
、
一
七
三
九
年
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
広
告
が
出
さ
れ
て
い

る
。



　
そ
の
後
一
七
三
九
年
五
月
六
日
彼
の
妻
カ
タ
リ
ー
ナ
が
死
亡
し
、
四
二

年
ま
で
に
再
婚
し
て
マ
ド
リ
ー
の
レ
ガ
ニ
ト
ス
通
り
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
。　

一
七
四
六
年
七
月
、
フ
ェ
リ
ペ
口
証
が
な
く
な
り
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が

後
を
つ
ぎ
、
十
月
十
日
、
新
身
夫
妻
は
公
式
の
マ
ド
リ
ー
入
り
を
し
た
。

そ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
が
パ
リ
へ
送
っ
た
書
簡
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
宮

廷
に
い
る
イ
タ
リ
ア
人
の
音
楽
家
で
は
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
と
プ
ア
リ
ネ

リ
の
二
人
が
注
目
に
値
い
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
新
王
即
位
の
前
後
の

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
音
楽
家
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
全
然
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
。

　
一
七
五
ご
年
か
ら
ド
メ
ニ
コ
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
作
品
の
写
譜
事
業
が
始
め

ら
れ
彼
の
死
ぬ
ま
で
規
則
的
に
写
本
が
作
製
さ
れ
た
。
そ
れ
は
恐
ら
く
王

妃
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
の
す
す
め
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ド
メ
ニ
コ

は
、
か
け
ご
と
に
こ
っ
て
借
金
を
こ
し
ら
え
、
王
妃
が
支
払
っ
て
や
る
こ

と
も
多
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
か
わ
り
に
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
を
作
曲
、
浄
書
し
て
献
上
し
た
も
の
と
老
え
ら
れ

る
。　

同
じ
一
七
五
二
年
の
は
じ
め
、
現
存
す
る
彼
の
唯
一
の
自
筆
書
簡
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
悪
名
高
い
ア
ル
バ
太
公
の
子
孫
で
当
時
フ
エ
ス
カ

ル
出
5
①
ψ
。
舘
太
公
で
あ
っ
把
ド
ン
・
プ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
シ
ル
バ
・

イ
・
ア
ル
バ
レ
ス
・
デ
・
ト
レ
ゾ
U
o
昌
国
。
旨
p
昌
α
o
匹
。
ω
自
〈
㊤
団
〉
一
く
」

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

舘
①
N
山
①
↓
0
8
血
。
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
現
在
、
私

は
家
か
ら
出
る
乙
と
が
出
来
な
い
云
．
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
は
、
多
分

病
気
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
七
五
四
年
、

ド
メ
ニ
コ
が
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
た
と
い
う
説
は
恐
ら
く
間
違
い
で
あ
る
。

　
ド
メ
ニ
コ
は
ス
ペ
イ
ン
へ
来
て
か
ら
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
た
め
以
外
に
は

ほ
と
ん
ど
作
品
を
書
い
て
い
な
い
。
た
だ
次
の
二
曲
だ
け
が
現
存
す
る
。

一
つ
は
、
一
七
五
四
年
に
作
製
さ
れ
た
宮
廷
礼
拝
堂
の
ク
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ッ

ク
に
写
譜
き
れ
て
い
る
ア
・
カ
ペ
ラ
の
ミ
サ
。
他
は
「
一
七
五
六
年
に
作

曲
さ
れ
た
」
と
も
「
死
の
直
前
に
マ
ド
リ
ー
で
作
曲
き
れ
た
」
と
も
伝
え

ら
れ
る
「
サ
ル
ベ
・
レ
ジ
ナ
し
で
あ
る
。

　
一
七
三
二
年
、
　
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゴ
ト
フ
リ
ー
ト
・
バ
ル
タ
ー
旨
。
『
四
げ
挿

O
o
＃
｛
ユ
。
ユ
芝
巴
夢
露
が
音
楽
事
典
　
冒
垢
幹
二
一
ω
多
①
ω
ピ
①
×
畔
o
p
◎

い
①
も
巴
σ
q
●
〔
閏
㊤
す
巨
＝
紆
⊆
o
閃
．
お
O
ω
’
b
J
弩
。
旨
①
詳
臼
く
①
二
9
α
Q
・
〕
を
出

版
し
た
時
、
ヘ
ン
デ
ル
は
す
で
に
当
時
高
名
の
音
楽
家
　
。
ヨ
㊤
且
①
言
。

プ
。
島
げ
霞
爵
ヨ
富
び
…
…
6
騨
や
。
ニ
ヨ
①
冨
沖
霞
　
で
あ
っ
た
。
し
か
し
バ
ル

タ
ー
は
ド
メ
ニ
コ
に
つ
い
て
「
こ
の
有
名
な
ロ
ー
マ
の
楽
長
を
、
ボ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
マ
）

　
　
　
　
（
マ

ガ
ル
王
が
一
七
二
八
年
採
用
し
旅
費
と
し
て
二
千
タ
ー
ラ
ー
を
支
給
し

た
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
他
の
音
楽
家
、
例
え
ば
J
・

S
・
バ
バ
、
ビ
バ
ル
デ
ィ
、
大
ク
ー
プ
ラ
ン
、
ラ
モ
ー
な
ど
の
場
合
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
『
D
・
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

み
＼
の
出
版
さ
れ
た
作
品
を
く
わ
し
く
記
録
し
て
い
る
の
に
比
し
て
少
し

奇
異
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
二
手
タ
ー
ラ
ー
と
い
う
金
額
が
バ
ル
タ
ー
の

心
理
に
微
妙
に
作
用
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
　
（
～
．
S
．
バ
ハ
が
一
七

三
〇
年
頃
テ
イ
プ
チ
ヒ
で
の
年
収
は
約
七
百
タ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
）
バ
ル

タ
ー
に
と
っ
て
は
、
ド
メ
ニ
コ
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
ビ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
で
は

な
く
、
教
会
音
楽
家
・
オ
ペ
ラ
作
曲
家
な
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
ま
も
な
く
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
演
奏
技
術
の

み
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
彼
の
正
し
い
理

解
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。

　
バ
ー
ネ
イ
は
一
七
七
〇
年
と
七
二
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
音
楽
史
資
料

蒐
集
の
た
め
大
陸
を
旅
行
し
た
。
そ
の
旅
行
記
が
一
七
七
一
年
と
七
五
年

に
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
（
O
ゲ
ρ
二
①
ω
切
目
目
ロ
①
二
目
げ
①
淳
①
。
・
①
暮

ω
冨
審
。
｛
客
仁
巴
。
ぎ
写
9
⇒
8
㊤
昌
O
岸
9
ξ
・
旨
随
一
．
卜
。
口
自
a
＃
一
〇
戸

8
旨
①
o
宕
ロ
●
嵩
お
・
い
。
昌
α
o
ロ
．
急
げ
⑦
℃
お
ω
①
馨
Q
Q
蜜
冨
。
｛
冒
口
ω
ε
ヨ

O
震
ヨ
覧
ざ
日
冨
賭
①
昏
①
二
醤
血
ω
噸
呂
血
q
巳
台
a
津
。
く
貯
。
＄
・
撃
O
，

一
ω
・
嵩
温
・
ド
。
巳
。
ロ
・
）
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
ド
メ
ニ
コ
に
つ
い
て
の
記
事

は
、
さ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
す
で
に
オ
ペ
ラ
や
教
会
音
楽
の
作

曲
家
と
し
て
の
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
も
っ
ぱ

ら
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
ビ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
と
し
て
、
特
に
、
早
い
パ
ッ
セ
ー
ジ

や
手
の
交
叉
に
よ
っ
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
か
ね
ぐ
ド
メ
ニ
コ

・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
作
品
を
蒐
集
し
て
い
た
バ
ー
ネ
イ
は
、
ヴ
ィ
ー
ン

五
六

で
宮
廷
の
侍
医
ロ
ー
ジ
エ
い
．
〉
ロ
α
Q
δ
畳
に
あ
い
、
　
一
七
五
六
年
の
作
曲

と
云
わ
れ
る
四
二
曲
の
コ
ピ
ー
を
恵
贈
さ
れ
た
。
そ
の
大
部
分
は
バ
ー
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
セ

イ
に
は
、
は
じ
め
て
の
作
品
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
幾
つ
か
の
テ
ン

も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ポ
の
ゆ
る
や
か
な
曲
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
ロ
ー
ジ
エ
の
説
明
に
よ

れ
ば
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
、
晩
年
、
ふ
と
り
す
ぎ
た
た
め
以
前
の
よ
う

に
両
手
を
自
由
に
交
叉
き
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
、
そ

の
よ
う
な
曲
を
書
か
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

も
っ
と
重
大
な
記
述
が
あ
る
。
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
、
い
つ
も
、
理
論
上

の
規
則
を
ど
ん
ぐ
破
っ
て
作
曲
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
の
こ
と
彼
は

ロ
ー
ジ
エ
に
向
っ
て
、
彼
の
お
か
す
い
ろ
く
の
反
則
は
耳
に
不
愉
快
で

あ
る
か
ど
う
か
と
た
ず
ね
た
。
ロ
ー
ジ
エ
が
、
　
一
向
耳
ざ
わ
り
で
は
な

い
と
答
え
る
と
、
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
云
う
こ
と
に
は
、
「
音
楽
が
、
そ
の

対
象
と
す
る
唯
一
の
感
覚
器
官
を
害
し
な
い
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
、
才

能
あ
る
人
間
の
守
る
べ
き
法
則
は
な
い
と
思
う
。
」
（
℃
●
〉
．
Q
り
。
げ
9
0
ω
“

U
び
ゅ
β
旨
2
．
ω
言
自
己
二
目
。
謹
言
国
富
。
℃
①
・
N
＜
9
ω
●
お
＄
・

○
民
o
a
q
．
即
目
・
℃
℃
●
c
。
Φ
～
Q
◎
刈
・
）

　
つ
い
で
な
が
ら
、
ル
ソ
ー
が
「
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
な
フ
ー
ガ
や
二
重
フ
ー

ガ
、
転
回
カ
ノ
ン
な
ど
の
横
行
を
、
耳
が
も
は
や
許
し
て
お
か
な
い
の

だ
。
（
旨
い
菊
。
島
。
。
①
p
ロ
”
い
①
洋
器
。
・
5
5
裏
口
ω
5
器
聞
冨
鍔
鉱
ω
①
）
」

と
云
っ
た
の
は
一
七
五
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
バ
ー
ネ
イ
自
身
も
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
が
父
の
音
楽
の
模
倣
に
甘



ん
じ
な
い
で
、
み
す
か
ら
新
ら
し
い
道
を
切
り
ひ
ら
い
て
名
声
を
獲
得

し
、
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
人
々
の
た
ど
り
つ
き
得
た
音
楽
を
す
で
に
半

世
紀
も
前
に
実
現
し
て
い
た
の
だ
と
、
高
く
評
価
し
て
い
る
　
（
℃
・
〉
．

ω
o
げ
。
『
ω
”
8
乙
層
H
H
●
℃
●
旨
ρ
）
。

　
さ
て
バ
ー
ネ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
に
ド
メ
ニ
コ
の
真
価
を
洞
察
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
す
、
十
八
世
紀
前
半
の
音
楽
家
に
共

通
の
宿
命
は
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
を
も
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。

　
歴
史
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
十
九
世
紀
の
歴
史
学
を
に
な
っ
て
立
つ
ド
イ

ツ
で
は
あ
っ
た
が
ド
イ
ツ
人
の
過
去
の
音
楽
へ
の
態
度
は
決
し
て
歴
史
的

で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
ブ
レ
ン
デ
ル
に
と
っ
て
は
、
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ

ル
ラ
ッ
テ
イ
は
単
に
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
ビ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
と
し
て
の
価
値
し

か
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
や
、
む
し
ろ
ド
メ
ニ
コ
を
十
九
世
紀
的
ビ

ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
と
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
い
に
称
讃
し
た
つ
も
り
な

の
で
あ
っ
た
（
岡
H
ρ
ロ
N
し
d
器
口
α
①
『
O
①
ω
〇
三
〇
算
①
ユ
費
竃
ロ
ω
涛
・
目
Q
。
O
H
・

U
①
一
智
一
α
q
●
H
O
O
ω
．
ω
・
目
ら
～
ご
α
・
）
。
ブ
レ
ン
デ
ル
に
か
ぎ
ら
ず
当
時
の

音
楽
家
や
学
者
に
と
っ
て
は
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
音
楽
の
本
質
よ
り

も
、
ロ
マ
ン
派
の
和
声
で
理
解
で
き
る
作
品
を
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
が
書
い

た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
方
が
重
要
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
過
去

の
、
い
わ
ば
ゲ
ル
マ
ン
的
遺
産
と
思
い
あ
や
ま
ら
れ
た
対
位
的
技
法
へ
の

感
傷
的
な
ア
コ
ガ
レ
が
あ
り
、
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
に
、
対
位
的
技
法
の
真

実
へ
の
無
知
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
フ
ー
ガ
と
し
て
も
、
ド
メ
ニ
コ
の
作

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

品
と
し
て
も
立
派
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
「
猫
の
フ
ー
ガ
国
．
ω
ρ
い
．
お
O
●

（
K
・
は
ヵ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
番
号
。
」
．
は
ロ
ン
ゴ
番
号
。
）
」
が
当
時

も
て
は
や
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
右
の
よ
う
な
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
十
九
世
紀
も
後
半
に
は
い
る
と
音
楽
の
研
究
も
次
第
に
進
歩
し
、
ま
ず

老
証
の
段
階
を
へ
て
、
作
品
の
様
式
史
的
研
究
に
い
た
り
、
近
代
的
学

問
の
装
お
い
を
と
り
は
じ
め
る
。
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
研
究
も
、
ま
ず
そ

の
形
式
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ビ
ー
ン
古
典
派
の
ソ
ナ
タ

そ
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
ソ
ナ
タ
形
式
の
創
始
者
と
認
め
ら
れ
る

（
閏
①
茸
嘱
国
O
≦
母
自
國
「
①
げ
玄
。
一
”
同
げ
。
℃
冨
コ
o
h
o
洋
Φ
ρ
口
α
詳
。
。
冒
午

ω
5
巳
一
〇
・
o
D
o
ユ
び
昌
巽
の
．
・
℃
・
り
S
）
。
　
し
か
し
作
品
研
究
が
楽
式
論
と
し

て
硬
化
す
る
と
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
ソ
ナ
タ
は
、
り
ー
ト
形
式
の
一
言
で

片
ず
け
ら
れ
て
し
ま
う
（
シ
ュ
テ
ー
ル
ー
1
属
形
成
「
音
楽
形
式
学
」
ち
一
μ

音
楽
之
友
社
、
　
一
九
五
三
年
、
　
一
一
七
頁
。
ラ
イ
ヒ
テ
ン
ト
リ
ッ
ト
ー
1
橋

本
清
司
「
音
楽
の
形
式
」
同
㊤
＝
●
音
楽
之
友
社
、
　
一
九
五
五
年
、
　
一
一
五

頁
。
）
理
想
型
を
ひ
と
り
決
め
し
て
、
す
べ
て
の
音
楽
を
そ
の
い
ず
れ
か

に
分
類
す
る
こ
と
が
音
楽
学
の
近
代
科
学
化
で
あ
る
と
思
い
ち
が
い
す
る

よ
う
な
楽
式
論
は
学
問
の
退
歩
で
あ
る
。
こ
の
道
は
決
し
て
ス
カ
ル
ラ
ッ

テ
イ
の
正
し
い
像
に
通
じ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
作
品
研
究
が
と
も
す
れ
ば
分
類
学
に
終
始
し
や
す
く
歴
史
的
展
開
に
鈍

感
で
あ
る
こ
と
を
き
ら
い
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
音
楽
文
化
史
が
雑
多
な
事

実
の
山
に
迷
い
こ
ん
で
、
あ
ま
り
に
も
価
値
判
断
に
臆
病
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

反
省
し
な
が
ら
、
他
方
、
社
会
科
学
の
方
法
に
無
理
解
で
あ
ろ
う
と
し
た

結
果
生
ま
れ
て
き
た
の
が
精
神
史
的
音
楽
史
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
文
化
史
学
の
流
れ
を
く
み
、
歴
史
主
義
の

伝
統
の
上
に
立
つ
も
の
で
、
二
十
世
紀
初
め
に
刊
行
さ
れ
た
オ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
音
楽
史
か
ら
は
る
か
に
進
歩
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ

の
方
法
論
が
音
楽
内
的
自
律
性
に
徹
底
で
き
な
い
と
い
う
点
に
限
界
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ビ
ュ
ッ
ケ
ン
が
そ
の
著
「
ロ
コ
コ
と
古
典
派
の
音

楽
」
国
ヨ
ω
梓
b
d
¢
o
吋
①
昌
“
∪
δ
竃
器
騨
O
o
ω
図
。
犀
。
犀
。
ω
ロ
ロ
自
号
『
薄
鼠
・

ω
。
・
貯
・
お
ト
。
Φ
．
の
後
書
き
に
、
「
本
書
は
、
ロ
マ
ン
派
の
音
楽
を
扱
か
う
次

の
巻
と
あ
わ
せ
て
、
は
じ
め
て
完
全
な
叙
述
と
な
る
（
Q
D
畠
自
）
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
は
音
楽
史
の
時
代
区
分
に
関
し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
音
楽
の
史
的
発
展
へ
の
洞
察
に
も
か
か
わ
ら

す
、
音
楽
外
的
な
、
形
而
上
の
概
念
で
音
楽
の
発
展
を
説
明
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
が
ロ
コ
コ
や
ク
ラ
シ
ー
ク
と
い
う
歴
史
的
に
性
格
の
あ
い
ま
い

な
時
代
概
念
を
温
存
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
バ
ロ
ッ
ク
と
ロ
マ
ン
チ
ー
ク
の

発
展
的
関
連
が
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
ビ
ュ
ッ
ケ
ン
は
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
を
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
克
服
た
る
ガ

ラ
ン
ト
様
式
の
、
鍵
盤
音
楽
に
お
け
る
創
始
者
と
位
置
ず
け
る
。
ス
カ
ル

ラ
ッ
テ
イ
の
ソ
ナ
タ
に
は
し
ば
み
＼
二
つ
の
対
象
的
テ
ー
マ
が
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
テ
ー
マ
処
理
の
技
法
も
す
で
に
存
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
は
、
古
い
、
バ
ロ
ッ
ク
的
な
、
線
の
申
か
ら
浮
か
び
上
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
し
た
り
ん
か
く
を
持
つ
音
・
個
体

↓
o
〒
ぎ
島
く
乙
ロ
ロ
ヨ
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
個
の
特
殊
的
権
利
を
持
つ
も
の

で
あ
る
。
　
（
じ
d
弓
。
犀
①
窺
（
9
西
●
O
●
Q
リ
レ
S
）
）
。
な
お
、
　
ビ
ュ
ッ
ケ
ン
が
、

ソ
ナ
タ
と
い
う
名
称
は
エ
セ
ル
チ
ー
チ
に
お
い
て
は
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
の
は
誤
ま
り
で
あ
る
。

　
一
九
三
三
年
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
研
究
の
一
時
期
を
劃
す
る
モ
ノ
グ
ラ

フ
が
出
版
さ
れ
た
。
前
に
の
べ
た
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク
の
著
書
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、

　
1
．
一
つ
の
テ
ー
マ
、
単
純
二
部
形
式
、
バ
ロ
ッ
ク
的
。

　
豆
．
複
数
テ
ー
マ
、
展
開
技
法
の
出
．
現
。

　
皿
．
対
照
的
な
二
つ
の
テ
ー
マ
、
古
典
派
ソ
ナ
タ
の
準
備
。

の
三
つ
の
発
展
段
階
が
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
ソ
ナ
タ
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
・
ソ
ナ
タ
に
は
じ
め
て
の
様
式
史
的
研

究
で
あ
っ
た
。
ま
た
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク
は
、
前
に
述
べ
た
写
譜
本
・
に
お

け
る
、
曲
の
配
列
法
に
注
目
す
る
。
つ
ま
り
、
同
（
主
）
調
の
ソ
ナ
タ
ニ

曲
ず
つ
の
並
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
拍
子
や
テ
ン
ポ
の
点
で
、

（
二
拍
子
の
ゆ
る
や
か
な
）
タ
ン
ツ
と
（
三
拍
子
の
早
い
）
ナ
ハ
タ
ン
ツ

宕
餌
。
茸
雪
N
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か

し
彼
は
、
こ
の
配
列
が
は
た
し
て
ド
メ
ニ
コ
自
身
の
意
志
に
よ
る
も
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
疑
い
を
の
こ
し
て
い
る
（
O
①
「
馨
。
コ
び
Φ
嶺
同
p
・
ρ
・
○
・

切
お
3
。



　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
式
上
の
聞
題
の
み
で
な
く
、
作
曲
の
ス
タ
イ
ル

や
音
の
体
系
な
ど
に
向
っ
て
研
究
は
進
め
ら
れ
る
。
第
二
次
大
戦
前
の
ス

ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
研
究
は
、
ゲ
オ
ル
ギ
イ
の
著
書
≦
巴
な
H
O
Φ
o
H
σ
q
臨
”

国
一
ρ
≦
o
同
ヨ
話
涛
願
一
三
一
．
ω
．
宝
亀
冨
σ
Q
①
目
8
ρ
（
〉
け
一
9
昌
梓
川
ω
曹
）
Q
D
．
ω
O
～

念
・
に
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
・
ソ

ナ
タ
の
意
義
は
そ
の
エ
ス
プ
リ
と
輝
や
か
し
い
演
奏
技
巧
、
未
来
を
志
向

す
る
形
式
の
三
点
に
あ
る
。
そ
の
霊
感
に
み
ち
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
比
類
な

く
、
そ
し
て
、
殆
ど
予
覚
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
上
声
が
常
に
優
越
し

て
い
る
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
彼
が
本
質
的
に
ソ
ナ
タ
向
き
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
当
時
の
独
特
な
装
飾
音
霧
9
碧
。
馨
ロ
雷
に

ま
ど
わ
さ
な
け
れ
ば
そ
の
和
声
は
さ
す
が
に
ま
だ
単
純
な
も
の
で
あ
っ

た
。
他
方
、
演
奏
技
巧
の
面
で
は
前
例
の
な
い
程
多
く
の
新
ら
し
い
こ
こ

ろ
み
が
な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
早
い
ス
ケ
ー
ル
や
ア
ル
ペ
ッ
ジ
ョ
を
両

手
に
わ
け
て
ひ
く
こ
と
、
片
手
三
度
や
六
度
・
八
度
、
ま
た
オ
ク
タ
ー
ブ

を
は
る
か
に
こ
え
る
跳
躍
、
同
一
音
の
早
い
繰
り
返
し
、
両
手
交
叉
な
ど
。

演
奏
技
術
へ
の
献
身
ぶ
り
は
リ
ス
ト
や
シ
ョ
パ
ン
に
も
劣
ら
な
い
程
で
あ

る
。

　
さ
て
、
す
で
に
ビ
ュ
ッ
ケ
ン
は
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
を
ギ
ャ
ラ
ン
ト
様
式

と
規
定
し
、
ま
た
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク
は
「
後
期
バ
ロ
ッ
ク
の
き
ら
び
や

か
な
荘
重
き
を
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
が
、
他
方

ド
メ
ニ
コ
を
バ
ロ
ッ
ク
の
音
楽
家
と
す
る
考
え
方
も
な
い
で
は
な
い
。

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
予

　
た
と
え
ば
ラ
ン
グ
　
勺
9
巳
山
㊦
昌
奪
い
ρ
コ
σ
q
　
は
そ
の
著
　
冒
口
ω
8
言

名
Φ
ω
叶
①
旨
O
才
…
N
9
二
〇
P
目
逡
H
。
（
客
。
二
〇
口
●
）
に
お
い
て
、
ド
冠
鶴
コ

・
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
を
ビ
バ
ル
デ
ィ
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
後
期
バ
ロ
ッ
ク

最
大
の
器
楽
作
曲
家
（
や
ら
。
。
蔭
）
と
す
る
。
　
と
こ
ろ
が
一
方
で
は
ま
た
、

ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
こ
そ
対
照
的
な
複
テ
ー
マ
を
意
識
し
て
用
い
た
最
初
の

作
曲
家
で
あ
っ
た
と
強
調
し
た
り
（
】
℃
・
山
．
【
、
ρ
コ
σ
Q
”
一
げ
一
α
層
　
℃
e
O
O
ら
）
す

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
、
論
旨
に
一
貫
性
の
と
も
す
れ
ば
欠
け
て

い
る
の
が
、
不
注
意
な
間
違
い
の
散
見
す
る
の
と
共
に
、
ラ
ン
グ
の
音
楽

史
の
特
徴
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
著
書
は
綜
合
的
、
祖
述
的
で
、
独
自

の
、
明
確
な
歴
史
観
が
欠
け
て
い
る
点
で
通
史
と
し
て
の
価
値
を
高
く
評

価
で
き
な
い
。

　
一
九
五
五
年
惜
し
く
も
四
五
才
で
な
く
な
っ
た
ビ
ュ
カ
フ
ザ
ー
冨
碧

時
①
α
し
d
口
犀
。
貯
魯
は
、
そ
の
著
言
口
ω
δ
ヨ
b
d
碧
。
φ
ロ
①
国
轟
●
6
ミ
．

（
冥
。
ユ
o
P
）
の
中
で
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
に
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「
初
期
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
ソ
ナ
タ
の
み
が
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
に
属
す
る
」

と
。
ビ
ュ
ヵ
フ
ザ
ー
は
、
ド
メ
ニ
コ
の
声
部
が
自
由
に
増
減
す
る
作
曲

技
法
跨
。
①
〈
9
。
Φ
ユ
け
①
メ
ε
話
に
注
目
す
る
。
彼
は
こ
こ
に
、
初
期
古

典
派
へ
の
転
回
点
を
見
る
の
で
あ
る
。
ド
メ
ニ
コ
の
作
品
で
は
、
対
位
的

に
作
曲
さ
れ
た
部
分
と
和
声
的
な
部
分
と
が
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
差

支
え
な
い
技
法
に
転
落
し
て
い
る
。
全
体
を
規
定
す
る
も
の
は
あ
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

で
、
ホ
モ
フ
ォ
ニ
ー
で
あ
る
（
護
・
切
口
閑
。
ぐ
①
コ
ぴ
乙
●
℃
℃
b
ω
㎝
一
G
。
●
）
。

こ
う
し
て
ド
メ
ニ
コ
・
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
技
法
什
。
尊
長
①
の
意
義
が

は
じ
め
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
作
品
研
究
の
面
で
の
大
き

な
進
歩
で
あ
っ
た
。
す
く
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
の
、
楽
式
中
心
の
ア
ナ
リ

ー
ゼ
か
ら
は
表
面
的
な
、
静
的
な
理
解
し
か
得
ら
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
音
楽
史
の
原
理
的
な
も
の
へ
一
歩
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
技
法
に
注
目
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
音
楽
の
史
的
発
展

の
動
態
を
把
握
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
れ
は
音
楽

内
的
、
自
律
的
音
楽
史
観
の
前
進
で
あ
っ
た
。

　
さ
で
ビ
ュ
ヵ
フ
ザ
！
も
指
導
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
、
そ
し
て
彼
と
同

じ
頃
に
な
く
な
っ
た
ハ
ン
テ
ン
冒
o
ρ
自
①
ω
＝
9
口
参
。
三
昌
は
自
己
の
音

楽
史
観
を
は
っ
き
り
持
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
、
た
と
え
そ
れ
が
ラ

ン
ケ
流
の
展
開
国
算
≦
8
匹
巨
α
q
の
概
念
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
と

し
て
も
。
大
切
な
こ
と
は
、
彼
が
そ
の
展
開
の
指
導
理
念
と
し
て
の
「
音
」

に
注
意
を
向
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
史
に
も
っ
と
も
欠
け
て
い
た

の
は
、
音
楽
作
品
の
基
盤
へ
の
音
楽
内
的
反
省
で
あ
っ
た
。
彼
の
音
楽
四

竃
島
涛
σ
q
①
。
・
。
巨
。
算
①
一
目
O
σ
o
H
げ
＝
爵
●
（
一
㊤
ら
Q
o
．
）
（
図
鮮
9
H
●
）
い
自
。
旨
・

は
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
ソ
ナ
タ
に
、
新
ら
し
い
音
ロ
①
口
㊦
円
月
8
へ
の

接
近
を
認
め
る
。
新
ら
し
い
音
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
チ
ヌ
オ
和
声
に

対
す
る
機
能
和
声
の
こ
と
で
あ
る
（
一
’
＝
ρ
＆
ω
〇
三
舅
勲
ρ
・
O
・
Q
o
．
卜
。
㊤
㊤

1
も
。
8
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ン
テ
ン
に
も
克
服
さ
る
べ
き
歴
史
主
義
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

非
常
に
素
朴
な
あ
ら
わ
れ
方
を
す
る
。
そ
れ
は
展
開
史
観
に
必
然
的
に
内

在
し
て
い
た
も
の
で
は
あ
っ
た
。
つ
ま
り
事
情
は
こ
う
な
の
で
あ
る
。
ハ

ン
テ
ン
に
と
っ
て
は
、
ス
ヵ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
あ
く
ま
で
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
ビ

ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
鍵
盤
楽
器
の
音
響
の
本
質
に
ふ
さ

わ
し
い
、
声
部
の
自
由
な
ヰ
①
一
。
。
江
筆
算
茜
技
法
が
彼
の
特
徴
と
な
っ
た

の
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
音
楽
的
性
格
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
故
に
、
ゆ

る
や
か
な
曲
を
書
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
、
前
に
述
べ
た

新
ら
し
い
音
と
自
由
な
声
部
と
の
関
係
が
実
証
的
℃
8
一
二
＜
①
に
、
つ
ま

り
発
展
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
と
い
う
物
体
が
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
音
楽
を
規
定
し
た
か
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
何
と
素
朴
な
マ
テ
リ
ア
リ
ス
ム
ス
で
は

な
い
か
。

　
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
、
未
来
を
目
ざ
す
音
楽
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
を

バ
ロ
ッ
ク
と
直
別
さ
せ
る
の
は
、
前
述
の
ビ
ュ
ッ
ケ
ン
と
、
ア
ー
ベ
ル

芝
≡
一
〉
℃
巴
ぐ
ら
い
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
ー
ベ
ル
が
ス
カ
ル
ラ

ッ
テ
イ
の
現
存
す
る
ソ
ナ
タ
は
約
三
〇
〇
曲
以
上
（
≦
・
〉
℃
①
一
“
寓
9
ω
・

叶
①
屋
o
h
国
①
団
ぴ
。
霞
O
・
巳
艀
S
（
出
鴛
く
霞
畠
¢
・
℃
・
）
℃
」
①
野
）
と
述
べ

て
い
る
の
は
ど
う
い
う
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
周
到
な
る
服
部
学
兄
も
こ
れ

に
つ
い
て
は
何
ら
註
記
さ
れ
て
い
な
い
（
服
部
幸
三
訳
「
ピ
ア
ノ
音
楽
史
」

音
楽
之
友
社
、
「
九
五
七
年
、
一
四
〇
頁
）
。
ま
た
一
方
で
は
、
ロ
マ
ン
チ
ー

ク
の
先
ぶ
れ
で
あ
る
と
い
う
デ
ュ
フ
ー
ル
ク
　
客
。
同
げ
。
＝
∪
口
h
o
口
器
ρ
“



い
①
Ω
p
〈
o
。
一
p
お
幽
。
。
．
（
．
、
ρ
ロ
①
ω
鉱
q
。
⊥
鳴
Z
9
。
。
し
。
．
、
）
℃
．
一
日
一
．
や
、
先
駆

者
も
後
継
者
も
持
た
ぬ
、
全
く
孤
立
し
た
現
象
だ
と
い
う
ケ
ラ
ー
国
①
H
－

日
工
ロ
国
①
一
一
〇
霊
∪
一
①
昏
ρ
≦
興
芝
①
蒔
①
b
ゴ
㊤
o
訂
●
一
8
0
・
（
℃
①
什
巽
。
。
・
）
Q
Q
．

嵩
一
一
メ
な
ど
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
に
つ
い
て
の
評
価
は
さ
ま
ぐ
で
ま

だ
決
定
的
と
も
い
え
な
い
よ
う
だ
し
、
な
か
に
は
、
モ
ー
ザ
ー
　
＝
睾
ω

甘
㊤
o
臣
ヨ
冨
8
①
「
n
目
霧
涛
σ
Q
①
。
・
o
巨
厚
塗
言
H
8
ぴ
。
σ
o
霧
玄
一
9
ヨ
●

日
O
α
P
（
図
①
o
一
㊤
ヨ
．
）
φ
b
。
①
H
・
の
よ
う
に
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
原
則
と

し
て
、
一
段
鍵
盤
の
チ
．
一
ン
バ
ロ
で
演
奏
し
て
い
た
と
か
、
彼
の
身
近
な

と
こ
ろ
に
、
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
リ
の
ピ
ア
ノ
は
ま
だ
な
か
っ
た
と
か
い
う
よ

う
な
誤
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
場
合
も
す
く
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
う
い
う
状
態
の
中
で
、
前
述
の
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
の
著
者
が
一
九

五
三
年
、
出
版
き
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
十
年
以
上
に
及
ぶ
長
い
研
究

と
、
演
奏
活
動
の
間
を
ぬ
っ
て
ホ
テ
ル
や
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
を
持
ち
込
ん
で
古
文
書
を
コ
ピ
ー
す
る
と
い
う
努
力
と
、
ま

た
、
マ
ド
リ
ー
に
着
い
て
電
話
帳
に
の
っ
て
い
た
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
と
い

う
人
に
電
話
を
か
け
る
と
た
ま
ー
ド
メ
ニ
コ
の
直
系
の
子
孫
で
あ
っ
た

と
い
う
よ
う
な
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
今
ま
で
不
正
確
で
あ
っ
た
り
、
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
伝
記
的

研
究
の
価
値
高
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
そ

の
作
品
研
究
の
面
で
あ
っ
て
、
彼
の
研
究
に
よ
っ
て
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

の
ソ
ナ
タ
の
す
く
な
く
と
も
三
分
の
二
は
、
二
曲
一
組
の
も
の
と
認
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
し
、
何
よ
り
も
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
研
究
の
ネ
ッ
ク

だ
っ
た
作
曲
年
代
の
問
題
が
い
く
ら
か
解
決
の
方
向
へ
進
ん
だ
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
ド
メ
ニ
コ
の
ソ
ナ
タ
・
テ
ク
ス
ト
は
非
常
に
混
乱
し
て

い
た
。
一
九
世
紀
以
来
出
版
さ
れ
た
多
く
の
曲
集
は
時
流
の
好
み
に
お
も

ね
っ
て
、
ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
集
め
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
ス
カ
ル
ラ
ッ

テ
イ
の
本
当
の
姿
を
理
解
さ
せ
る
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
ア

ノ
で
演
奏
し
や
す
い
よ
う
に
記
譜
法
を
変
え
た
り
、
ほ
し
い
ま
ま
に
移
調

し
た
り
、
演
奏
効
果
の
あ
が
る
よ
う
に
編
曲
に
近
い
西
前
を
入
れ
る
の
は

大
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
三
九
年
ハ
ス
リ
ン
ガ
ー
か

ら
出
版
さ
れ
た
チ
ェ
ル
ニ
ー
の
校
訂
版
む
り
隅
ヨ
匪
9
①
萎
①
鱒
。
h
霞
α
霧

国
9
ロ
。
・
閃
。
＃
①
〈
o
ロ
U
o
ヨ
ヨ
8
互
曾
》
ω
8
ユ
p
仲
芦
閑
①
＆
α
q
蹄
け
く
。
旨
0
9
二

6
器
嵜
罫
毛
爆
管
（
目
。
土
器
国
ゆ
ω
ご
コ
σ
Q
㊦
「
ザ
目
。
。
し
。
P
）
は
全
集
と
称
し
な

が
ら
二
〇
〇
曲
し
か
な
く
、
そ
の
中
に
は
ド
メ
ニ
コ
の
作
品
で
な
い
も
の

も
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
始
末
だ
っ
た
。

　
一
八
六
四
年
、
ペ
ー
テ
ル
ス
よ
り
ビ
ュ
ー
ロ
ー
＝
ρ
コ
ω
＜
o
昌
じ
d
巳
。
宅

が
十
八
曲
の
ソ
ナ
タ
を
校
訂
出
版
し
た
　
（
〉
。
耳
N
①
巨
㊤
ロ
ω
α
q
①
≦
讐
一
ま

国
冨
≦
魯
≦
Φ
碁
ρ
昌
。
。
2
・
）
。
こ
れ
は
、
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
が
も
っ
と
も
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
時
期
を
代
表
す
る
も

の
で
あ
る
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
「
声
部
進
行
の
不
手
際
な
こ
と
は
、
そ
れ
を

訂
正
す
る
の
に
大
し
て
老
え
る
必
要
は
な
い
程
で
あ
る
。
直
行
や
連
続
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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．
’
一
レ
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「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
度
、
八
度
な
ど
は
ど
う
し
て
も
改
た
め
な

　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」
と
そ
の
序

　
　
　
　
　
　
　
文
に
述
べ
て
い
る
。
こ
う
い
う
態
度
は
、

　
　
　
　
　
　
　
十
八
世
紀
の
作
曲
技
巧
へ
の
無
知
と
相
い

　
　
　
　
　
　
　
俊
っ
て
、
　
国
噂
目
O
．
い
曾
自
O
・
の
六
一
一

　
　
　
　
　
　
　
六
五
小
節
や
一
六
三
一
一
六
八
小
節
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
を
狂
気
の
沙
汰
と
評
す
る
に
い
た
る
。
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ー
ロ
！
に
は
こ
れ
が
ア
チ
海
、
ッ
カ
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
ー
ラ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
の
奏
法
に
つ
い
て
ゲ
オ
ギ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
非
常
に
早
い
前
打
ち
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
く
短
か
く
奏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い
」
（
Ω
①
O
「
α
Q
F
（
費
鱒
ρ
Q
つ
」
卜
。
。
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
の
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、〉

∠「　●　幽P　　　』■，
）　隔　縄1幽　　∠y■

」　　　　］幽　　－）
9　　’　　　　　　　　　　　　　　　「 9

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暦
書

の
よ
う
に
な
る
σ
ビ
ュ
カ
フ
ザ
ー
は
、
　
「
和
声
外
音
は
、
す
ぐ
鍵
盤
か

ら
指
を
は
な
し
て
協
和
音
の
み
を
時
価
だ
け
押
え
る
当
時
の
習
慣

（
勺
「
磐
8
ψ
8
0
9
超
ρ
巳
巳
鱒
ぴ
．
》
目
日
〇
三
8
℃
雷
怠
8
巴
Ω
ヨ
ー

σ
巴
。
・
）
　
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
よ
う
な
装
飾
音
で
な
く
、
む
し
ろ

不
協
和
な
音
（
和
声
羽
音
）
を
和
声
の
内
部
に
流
れ
る
持
続
音
一
目
震

℃
①
Ω
巴
と
化
し
て
い
る
の
だ
」
　
（
ζ
．
切
ロ
犀
。
甘
①
ほ
ヨ
己
・
℃
℃
◎
b
⊃
ω
G
c
－

悼
ω
O
）
と
説
明
す
る
。
　
デ
ュ
フ
ー
ル
ク
も
「
ク
ー
プ
・
フ
ン
な
ら
ば
ア
ル

ペ
ジ
オ
風
に
演
奏
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
ナ
ポ
リ
人
は
、
不
協
和
音

を
も
同
時
に
鳴
ら
し
て
、
　
和
声
の
緊
張
を
増
大
さ
せ
た
の
だ
」
（
宕
．

O
口
｛
o
g
H
o
ρ
”
ぎ
凱
・
も
レ
δ
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
十
九
世
紀
的
ビ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
の
も
う
一
つ
の
や
り
口
は
、
タ
ウ
ジ
ヒ

国
帥
二
目
9
ロ
。
。
お
（
H
G
。
ご
覆
）
校
訂
の
　
弓
勺
帥
。
。
8
冨
8
0
　
0
帥
冒
8
9
9

（
空
8
乙
＝
卜
。
。
。
し
。
一
P
．
、
）
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
閑
・
㊤
・
『
と
ω
・
と
国
b
O
・

い
璽
ω
胡
．
を
一
組
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
も
と
一
二
短
調
で
書

か
れ
て
い
た
内
●
①
●
い
．
自
ω
．
酵
国
b
O
・
ぴ
’
ω
刈
α
・
国
自
員
の
同
主
調
ホ
短

調
に
移
調
し
て
い
る
。
こ
ん
な
組
み
合
わ
せ
ば
ま
っ
た
く
無
意
味
な
こ
と

な
の
だ
が
、
さ
ら
に
タ
ウ
ジ
ヒ
は
校
訂
の
域
を
こ
え
て
、
彼
に
と
っ
て
は

よ
り
よ
い
響
き
に
な
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
手
を
加
え
、
原
曲
と
別
の
音
楽

に
し
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
次
頁
の
譜
例
に
み
ら
れ
る
如
く
こ
の
十
九

世
紀
演
奏
芸
術
家
の
心
意
気
に
比
べ
れ
ば
、
二
十
世
紀
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た

ち
は
何
と
楽
譜
に
忠
実
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
リ
コ
ル
デ
イ
か
ら
ア
レ
ッ
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「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

サ
ン
ド
ロ
・
ロ
ン
ゴ
≧
①
。
。
蟹
乱
酔
。
ぴ
9
σ
q
o
が
出
版
し
た
全
集
　
　
∪
．

Qα

W
二
葺
註
噂
○
℃
①
お
∩
o
ヨ
℃
冨
梓
①
℃
①
「
Ω
ρ
く
8
①
ヨ
び
巴
。
．
一
－
×
①
Q
D
口
・

℃
覧
①
ヨ
魯
8
・
（
幻
一
〇
〇
吋
島
）
　
は
そ
れ
ま
で
未
刊
行
だ
っ
た
約
三
〇
〇
曲

を
含
む
五
四
五
曲
を
収
め
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
現
存
の
鍵
盤
豊
作
晶
の

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
あ
る
。
各
巻
五
十
曲
、
補
遺
巻
四
五
曲
。
し
た
が
っ

て
ロ
ン
ゴ
番
号
は
ぴ
．
一
’
旨
い
ぴ
8
・
及
び
い
・
Q
o
．
一
．
i
い
．
u
リ
ム
9
と
な
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
タ
ゥ
ジ
ヒ
版
の
よ
う
な
純
然
た
る
実
用
版
で
は
な
い
。

と
い
っ
て
原
典
に
忠
実
な
校
訂
版
で
も
な
く
、
そ
の
上
、
現
在
の
と
こ
ろ

唯
一
の
刊
本
全
集
で
あ
る
関
係
か
ら
、
こ
れ
は
音
楽
学
に
と
っ
て
は
ま
こ

と
に
迷
惑
な
仕
事
を
し
て
く
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
カ
ル

ラ
ッ
テ
イ
研
究
の
お
く
れ
て
い
る
原
因
は
、
ど
う
や
ら
ロ
ン
ゴ
の
編
集
方

法
に
あ
り
そ
う
だ
。

　
彼
は
、
序
文
に
お
い
て
、
ア
チ
ヤ
ッ
カ
ト
ゥ
ー
ラ
の
性
格
を
持
つ
音
は

ピ
ア
ノ
で
は
不
愉
快
な
ば
か
り
だ
か
ら
多
く
は
♪
げ
）
と
し
、
ピ
ア
ノ
で

は
無
意
味
と
思
わ
れ
る
手
の
交
叉
は
、
演
奏
し
や
す
い
よ
う
に
書
き
改
た

め
、
ペ
ダ
ル
記
号
を
し
ば
一
書
き
加
え
た
と
云
う
。
と
こ
ろ
で
、
彼
が
誇

ら
し
げ
に
ペ
ダ
ル
記
号
を
云
々
す
る
稚
気
な
ど
物
の
数
に
も
入
ら
ぬ
程
の

重
大
な
あ
や
ま
ち
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
彼
の
編
集
方
法
な
の
で
あ
る
。
彼

は
底
本
に
用
い
た
写
本
に
お
け
る
曲
の
配
列
を
ま
っ
た
く
無
視
し
、
自
由

自
在
に
曲
を
引
き
抜
い
て
き
て
組
曲
ら
し
い
も
の
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
で

あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
巻
は
そ
れ
み
＼
五
曲
ず
つ
組
曲
風
に
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

め
て
各
巻
が
十
組
曲
よ
り
な
る
。
こ
の
十
の
組
曲
の
配
列
が
、
ハ
長
調
か

ら
上
昇
音
階
的
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
巻
の
十
の
組
曲
の
配

列
は
O
－
。
－
∪
－
国
。
。
－
国
－
周
－
コ
。
。
－
σ
q
－
〉
－
切
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
補
遺
四
五

曲
は
組
曲
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
、
一
〇
〇
の
組

曲
の
中
に
は
い
れ
な
か
っ
た
半
端
も
の
、
余
計
も
の
な
の
で
あ
る
。
）
　
こ

の
よ
う
に
配
列
さ
れ
た
曲
に
通
し
番
号
を
つ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ロ
ン

ゴ
番
号
は
、
曲
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
用
い
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
そ
の
無
意
味
な
こ
と
は
バ
バ
の
カ
ン

タ
ー
タ
番
号
と
い
い
勝
負
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
編
集
し
た
全
集
索
引

Qり

ｮ
ユ
緯
江
ぎ
島
8
日
①
ヨ
舞
一
8
α
①
＝
o
Q
り
。
ロ
舞
①
℃
韓
Ω
9
く
一
8
上
げ
甲

ξ
（
閑
8
0
三
ご
も
ソ
ナ
タ
を
調
子
に
よ
っ
て
分
類
し
、
き
ら
に
拍
子
に

よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
の
で
、
ロ
ン
ゴ
番
号
と
も
大
し
て
関
係
な
く
、
作

品
研
究
に
は
非
常
に
利
用
し
に
く
い
。
た
だ
、
ロ
ン
ゴ
が
、
組
曲
ら
し
く

五
曲
↓
ま
と
め
に
す
る
の
に
し
め
し
た
精
通
ぶ
り
に
は
ま
っ
た
く
敬
服
す

る
が
、
そ
の
休
む
に
も
似
た
無
益
な
努
力
が
も
う
少
し
問
題
意
識
を
と
も

な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
と
惜
し
ま
れ
る
、

　
一
九
三
三
年
、
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク
が
、
彼
の
研
究
を
発
表
し
た
時
、

ロ
ン
ゴ
版
に
も
れ
て
い
た
五
曲
を
出
版
し
た
。
こ
の
こ
．
ω
o
碧
置
け
江
鱒

O
国
冨
≦
①
「
。
。
o
づ
鋒
①
P
（
切
。
ω
ω
9
）
6
ω
ω
・
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

閑
冨
α
b
。
・
閑
・
心
α
手
手
・
卜
。
O
参
・
民
・
卜
◎
O
ら
9
閑
・
ω
零
・
で
、
こ
の
う
ち
国
●
ω
零

は
い
●
o
D
ム
9
　
の
全
曲
で
あ
る
。



次
に
、
　
一
九
三
九
年
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
　
切
凶
。
7
9
乙
冒
。
ミ
峠
O
ロ
が
U
・
Q
Q
？

ρ
二
舞
葺
心
Q
D
o
昌
緯
9
ω
h
o
同
国
㊤
趨
。
。
8
げ
。
乙
．
　
（
O
×
h
o
a
d
●
勺
’
）
を

出
版
し
た
。
そ
の
う
ち
、
は
じ
め
の
三
曲
は
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ

て
閑
●
置
卜
⊃
晒
国
」
心
。
。
讐
国
μ
念
．
と
番
号
を
打
た
れ
た
が
、
最
後
の
一
曲
は

ド
メ
ニ
コ
の
作
品
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク

は
、
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
の
著
書
の
書
評
　
（
∪
δ
冒
島
一
ζ
o
冨
。
げ
ロ
ロ
㈹

＜
口
ω
●
巳
鰹
●
匂
。
・
ω
畠
～
ω
食
●
）
に
お
い
て
、
こ
の
三
曲
　
国
・
置
卜
∂
・
1

日
潅
・
も
ド
メ
ニ
コ
の
作
品
と
は
認
め
が
た
い
と
云
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
現
在
未
刊
の
小
曲
が
二
つ
、
前
述
の
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ

ク
の
著
書
の
一
五
〇
頁
と
↓
五
二
頁
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ミ
ヌ

エ
ッ
ト
国
．
逡
．
他
は
囚
．
お
●
目
・
。
。
ρ
と
一
日
目
な
る
べ
き
ミ
ヌ
ェ
ッ
ト

国
・
o
。
ρ
。

　
さ
て
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
が
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
作
品
と
認
め
た
曲
の

通
し
番
号
は
五
五
五
ま
で
あ
る
。
そ
れ
を
二
十
世
紀
の
刊
本
で
求
め
る

と
、　

ロ
ン
ゴ
版
　
　
　
　
　
五
四
五
曲
。

　
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク
版
　
三
曲
。
　
　
　
r

　
　
こ
の
版
の
五
曲
中
、
　
一
曲
は
ロ
ン
ゴ
版
補
遺
巻
の
第
四
五
曲
で
あ

　
　
る
。

　
　
ま
た
、
　
国
・
卜
O
O
幽
2
閑
b
O
轟
9
と
さ
れ
た
二
曲
は
、
K
．
番
号
計
算

　
　
と
し
て
は
一
曲
に
扱
か
わ
れ
る
か
ら
、
　
結
局
、
K
．
番
号
計
算
と
し

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

　
　
て
は
三
曲
と
な
る
。

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
版
　
　
　
　
　
　
三
曲

　
　
四
曲
中
一
曲
は
偽
作
と
し
て
。

　
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
版
　
　
　
二
曲

　
　
前
述
の
彼
の
著
書
に
採
録
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
五
五
三
曲

こ
れ
で
は
ま
だ
二
曲
足
り
な
い
が
、
そ
れ
は
十
八
世
紀
の
刊
本
に
の
み
見

ら
れ
る
（
と
思
わ
れ
る
）
も
の
で
あ
る
。

　
ロ
ー
ジ
ン
グ
レ
イ
ブ
版
　
　
　
一
曲
　
国
●
自
●

　
　
閑
。
ω
o
冒
α
Q
H
p
＜
①
”
×
い
H
H
ω
巳
8
ω
岱
。
℃
一
〇
7
8
ω
℃
o
ロ
「
冨
O
卑
く
。
？

　
　
5
，
⑦
昌
α
o
口
区
く
。
「
口
臼
①
ω
’
O
o
ヨ
℃
o
組
男
憎
霞
U
o
ヨ
①
巳
8
の
σ
斧

　
　
二
騨
ヰ
一
’
一
刈
ω
㊤
●
ぴ
O
昌
O
O
ロ
。

　
ボ
ワ
バ
ン
版
　
　
　
　
　
　

一
曲
　
国
・
㊤
刈
●

　
　
軍
①
8
ψ
や
。
霞
5
Ω
磐
o
o
ヨ
や
鴛
U
。
葺
。
．
、
ω
雷
二
暮
江
．
＃
9
ω
苧

　
　
伽
ヨ
⑦
＜
o
ぎ
ヨ
ρ
目
謹
隠
！
嵩
＆
～
℃
㊤
ユ
ω
・
（
し
d
o
ぞ
冒
．
）

　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
五
五
五
曲

　
　
な
お
、
こ
の
他
に
、
ピ
層
誤
．
と
対
に
な
る
べ
き
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
が
一

　
　
曲
、
　
「
七
四
こ
年
に
作
製
さ
れ
現
在
ベ
ネ
ッ
イ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ

　
　
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
写
本
く
①
・
×
H
＜
　
に
あ
る
が
、
こ
れ

　
　
は
、
　
ピ
知
9
と
あ
わ
せ
て
國
．
『
G
。
塾
と
さ
れ
る
の
で
K
．
番
号
計

　
　
算
か
ら
は
除
か
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
曲
は
、
二
十
世
紀
の
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

で
は
入
手
で
き
な
い
作
品
で
あ
る
。

　
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
・
ソ
ナ
タ
の
自
筆
楽
譜
は
現
存
し
な
い
の
で
、
カ
ー

ク
バ
ト
リ
ッ
ク
が
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
際
し
て
そ
の
底
本
と
し
て
よ
り
ど
こ

ろ
に
し
た
の
は
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
み
ず
か
ら
出
版
し
た
「
エ
セ
ル
チ
ー

チ
」
（
前
出
）
と
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
が
作
製
さ
せ
た
写
本
と
を
主
と
し

て
、
他
の
ご
く
小
数
の
作
品
に
つ
い
て
は
十
八
世
紀
の
写
本
や
刊
本
な
ど

で
あ
る
。

　
「
目
見
ル
チ
ー
チ
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
三
十
曲
穴
．
一
．
1
閑
．
ω
ρ

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ジ
ョ
ア
ウ
ン
五
世
に
献
呈
さ
れ

い
る
の
で
、
彼
が
王
に
仕
え
て
い
た
一
七
二
九
年
ま
で
に
出
版
き
れ
た

（
冒
●
　
】
W
口
犀
O
喘
N
①
目
　
”
　
巳
∪
α
●
　
b
．
卜
。
ω
①
）
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
カ
ー
ト
パ

ト
リ
ッ
ク
は
、
一
七
三
八
年
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
刊
本
に

は
U
o
昌
∪
②
目
。
巳
8
Q
D
o
p
「
冨
仲
鉱
O
即
く
帥
一
ざ
「
o
（
賜
軸
馬
）
＆
ω
臼
嵩
O
す
？

o
ヨ
。
と
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
ド
メ
ニ
コ
が
ジ
ョ
ア
ウ
ン
五
世
に
よ
っ
て

騎
士
に
厳
せ
ら
れ
た
の
は
一
七
三
八
年
春
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
年
以
後
で
は
な
い
理
由
と
し
て
、
鳳
七
三
九
年
ロ
ン
ド
ン
で

彼
の
崇
拝
者
ロ
ー
ジ
ン
グ
レ
イ
ブ
が
前
述
の
曲
集
を
出
版
し
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
に
は
「
エ
セ
ル
チ
ー
チ
」
の
三
十
曲
が
そ
の
ま
ま

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
　
「
エ
セ
ル
チ
ー
チ
」
の
出
版
は
そ
れ
以
前

で
あ
ろ
う
と
言
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
は
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
の
た
め
に
豪
華
な
写
譜
本
を

作
製
し
た
。
一
七
四
一
年
と
四
九
年
の
各
一
巻
。
M
七
五
二
年
か
ら
五
七

年
に
か
け
て
十
三
巻
。
計
十
五
巻
四
九
六
曲
が
現
在
、
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ

ン
・
マ
ル
コ
図
書
館
じ
d
ぴ
一
ご
9
①
。
ρ
蜜
碧
。
す
昌
ρ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
図
書
館
で
写
本
に
巻
数
を
打
っ
た
時
、
，
唄
七
四
二
年
の
コ

ピ
ー
を
第
十
四
巻
、
四
九
年
の
そ
れ
を
第
十
五
巻
と
し
て
い
る
。
　
（
こ
の

写
本
を
く
。
・
と
略
記
す
る
。
）

　
こ
の
ほ
か
、
お
そ
ら
く
作
曲
者
が
使
用
す
る
つ
も
り
で
作
製
き
れ
た
と

思
わ
れ
る
写
本
が
十
五
巻
四
六
三
曲
（
一
七
五
二
年
一
一
七
五
七
年
）
が

パ
ル
マ
の
O
o
口
ω
霞
く
舞
〇
二
〇
〉
嘆
償
。
切
。
ヰ
。
の
切
ぴ
嵩
。
菩
①
o
ρ
℃
巴
・

9
二
口
9
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
れ
を
℃
三
白
自
と
略
記
す
る
。
）
こ

の
う
ち
の
最
後
の
十
二
曲
は
べ
ネ
ツ
イ
ア
の
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の

で
、
最
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。

　
ソ
ナ
タ
と
い
う
名
称
は
、
こ
れ
ら
の
刊
本
や
写
本
に
す
で
に
用
い
ら
れ

　
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ジ
ン
グ
レ
イ
ブ
版
に
「
組
曲
」
と
い
う
の
は
、

　
作
曲
者
の
関
か
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
き
い
し
て
「
エ
セ
ル
チ
ー

チ
」
三
十
曲
（
一
七
三
八
）
、
　
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
図
書
館
蔵

の
写
本
第
十
四
巻
く
①
・
×
一
く
．
（
一
七
四
二
）
、
第
十
五
巻
　
く
①
冒
×
＜
・

（
片
思
四
九
）
、
及
び
第
一
巻
よ
り
第
十
三
巻
ま
で
く
Φ
．
ド
ー
＜
①
．
×
昌
H
．

（一

ｵ
五
ニ
ー
五
七
）
、
　
パ
ル
マ
の
ボ
イ
ー
ト
音
楽
院
図
書
館
の
写
本



℃
霞
ヨ
㊤
×
＜
●
（
一
七
五
七
）
の
最
後
の
十
二
曲
を
、
今
の
べ
た
順
に
な

ら
べ
、
右
以
外
の
写
本
や
刊
本
を
そ
れ
ぐ
の
年
代
に
応
じ
て
、
中
間
に

は
さ
ん
で
通
し
番
号
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ロ
ー
ジ
ン
グ
レ

イ
ブ
版
は
一
七
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

「
エ
セ
ル
チ
ー
チ
」
と
重
複
す
る
三
十
曲
を
除
い
て
、
残
る
十
二
曲
を

国
・
ω
同
！
国
」
P
と
し
、
＜
①
・
×
【
＜
・
に
先
行
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
畑
江

に
よ
る
作
品
番
号
は
た
し
か
に
作
曲
年
代
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
ゲ
ル

ス
チ
ン
ベ
ル
ク
の
評
す
る
よ
う
に
、
単
に
写
本
製
作
の
年
代
を
意
味
す
る

（
U
δ
冨
鑑
巴
匡
。
毎
。
げ
ロ
旨
α
q
（
9
曜
㊤
・
○
●
）
）
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
相
対

的
な
作
曲
年
代
を
問
題
と
す
る
限
り
、
K
．
番
号
は
そ
れ
ほ
ど
す
て
た
も

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ス
タ
イ
ル
や
テ
ク
ス
手
ヤ
！
に
よ
っ
て
整
理

し
、
独
善
的
な
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
施
こ
さ
れ
、
そ
れ
に
作
曲
の
実
年
代
を

こ
じ
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
か
え
っ
て
、
ロ
ン
ゴ
番
号
に
負

け
ず
劣
ら
ず
の
結
果
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
底
本
の
製
作
年
代
順
に
、

そ
し
て
そ
の
配
列
の
ま
ま
に
番
号
が
打
た
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
場
合
と

し
て
は
合
理
的
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、
＜
。
・
×
H
＜
・
に
は
ス
タ
イ

ル
か
ら
見
て
、
あ
き
ら
か
に
「
エ
セ
ル
チ
ー
チ
」
以
前
と
思
わ
れ
る
も
の

が
約
四
十
曲
あ
る
（
後
述
）
。
そ
れ
ら
は
ダ
ン
ス
組
曲
や
フ
ー
ガ
、
ト
ッ
カ

ー
タ
風
の
も
の
が
多
く
、
＜
①
・
×
＜
・
や
く
ρ
H
・
以
後
の
作
品
と
形
式
や

作
曲
技
法
の
点
で
こ
と
な
る
。

　
さ
て
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
の
写
本
の
製
作
が
は
た
し
て
作
曲
と
時
期
的
に
平
行

　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

し
て
い
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
以
前
に
作
ら
れ
た
も
の
を
後
に
蒐
集
コ
ピ

ー
し
た
も
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
ゲ
ル
ス
チ
ン
ベ
ル
ク
は
、
青
年
時
代

す
で
に
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
名
手
と
聞
こ
え
た
ド
メ
ニ
コ
が
五
〇
才
を
過
ぎ
て

か
ら
急
に
五
〇
〇
曲
に
の
ぼ
る
ソ
ナ
タ
を
作
曲
し
は
じ
め
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
云
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
ま
た
、
そ
の
ま
ま
、
K
一
番
号
に
大
し

て
価
値
を
認
め
な
い
理
由
な
の
で
あ
る
（
∪
δ
冒
ロ
ω
一
霞
。
畠
。
び
巨
σ
q
●
㊤
・

P
O
・
）
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
文
献
的
根
拠
は

な
い
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
ま
で
の
音
楽
家
の
活
動
が
、
創
作
面
で
も
演

奏
に
関
し
て
も
、
い
か
に
そ
の
地
位
な
り
職
業
な
り
に
密
着
し
て
い
た
か

を
考
え
る
と
、
一
七
二
九
年
ス
ペ
イ
ン
入
り
を
境
に
、
彼
の
作
品
の
ジ
ャ

ン
ル
が
一
変
し
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
が
当

時
と
し
て
は
あ
た
り
前
な
の
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
番
号
は
、

若
工
－
の
保
留
条
件
を
つ
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
作
曲
年
代
を
（
も
ち
ろ
ん
実
年
代

で
は
な
い
と
し
て
も
）
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
は
、
一
七
五
二
年
に
作
製
さ
れ
た
　
℃
母
・

日
p
賢
●
国
b
O
O
前
後
か
ら
、
ほ
ぼ
、
作
曲
年
代
と
写
本
製
作
年
代
と
が

一
致
す
る
と
云
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
一
七
五
二
年
の
こ
の
コ
ピ
ー

は
、
一
七
五
三
年
の
く
9
H
目
．
と
内
容
が
一
部
重
複
す
る
。
　
℃
正
日
㊤

宅
．
の
残
り
と
く
Φ
●
『
の
大
部
分
が
重
複
し
、
以
後
両
者
の
内
容
は

次
第
に
か
さ
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
　
＜
Φ
・
×
甲
×
自
H
●
と
℃
霞
白
㊤

×
目
H
㌔
×
＜
．
（
一
七
五
六
一
五
七
）
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
「
エ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

ル
チ
ー
チ
」
や
く
9
×
H
＜
．
の
音
域
は
2
～
亀
五
四
鍵
で
あ
る
が
、

＜
9
＜
目
一
・
（
一
七
五
四
）
に
は
卸
～
噛
　
六
一
鍵
を
要
す
る
も
の
　
国
●

ω
。
。
メ
い
．
旨
9
が
出
て
く
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
七
五
四
年
以
後
の

写
本
に
は
五
オ
ク
タ
ー
ブ
を
要
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に

な
る
と
手
の
交
叉
す
る
作
品
は
皆
無
と
な
る
。
　
（
前
に
引
用
し
た
バ
ー
ネ

イ
の
記
事
が
こ
れ
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
て
、
当
時
マ
リ
ア
・
バ
ー
バ

ラ
が
使
用
し
て
い
た
チ
ェ
ン
バ
ロ
十
二
台
中
、
六
一
鍵
の
楽
器
は
一
段
鍵

盤
で
あ
っ
た
ら
し
い
、
と
い
う
事
実
の
方
が
手
の
交
叉
し
な
く
な
っ
た
理

由
で
あ
ろ
う
。
手
の
交
叉
は
二
段
鍵
盤
で
は
か
な
り
立
易
な
技
巧
で
あ
る

し
、
ま
た
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
の
作
風
で
は
二
段
鍵
盤
に
よ
る
音
色
の
変

化
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
両
手
交
叉
が
無
意
味
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
）
し

か
し
、
こ
れ
ら
カ
ー
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
の
あ
げ
る
理
由
は
、
作
曲
の
絶
対
的

実
年
代
を
認
め
さ
せ
る
に
は
も
ち
ろ
ん
十
分
で
は
な
い
。

　
さ
て
作
曲
技
法
の
発
展
を
こ
ま
か
く
段
階
ず
け
た
り
、
ま
た
そ
の
年
代

に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
誤
ま
り
を
と
も
な
い
や
す
い
が
、
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ

ク
の
主
張
す
る
年
代
を
あ
く
ま
で
一
応
の
目
安
と
し
、
あ
く
ま
で
相
対
的

な
も
の
と
し
て
、
そ
の
発
展
を
次
の
よ
う
に
区
分
す
る
こ
と
は
研
究
に
役

立
つ
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
1
．
初
期
。
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＜
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＜
目
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甲

e
客
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簿
記
q

　
ロ
ン
ゴ
の
全
集
は
恐
ら
く
誰
で
も
が
手
も
と
に
お
い
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
も
っ
と
あ
り
ふ
れ
た
実
用
版
の
若
干
に
つ
い
て
、
．
K
．

ナ
ン
バ
ー
を
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。

　
一
九
〇
九
年
ぺ
ー
テ
ル
ス
よ
り
ザ
ゥ
ア
ー
国
ヨ
＝
＜
o
口
ω
ρ
口
寓
の
出

版
し
た
ソ
ナ
タ
集
卜
。
㎝
Q
D
o
旨
緯
①
ロ
の
内
容
は
、
表
1
に
示
す
。

　
こ
の
曲
集
は
、
テ
ン
ポ
記
号
が
多
少
変
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
原
典
に
忠

実
で
な
い
点
が
あ
る
が
、
　
「
エ
セ
ル
チ
ー
チ
」
の
曲
が
十
四
曲
ま
と
ま
っ

て
い
る
点
で
便
利
で
あ
る
。

　
ロ
ン
ゴ
が
一
九
一
六
年
、
リ
コ
ル
デ
イ
よ
り
出
版
し
た
ソ
ナ
タ
集
卜
⊃
O

紹
轟
言
の
内
容
は
、
表
2
に
示
す
。



第一表

L．no．K．no．サヴアー
版No．

390

352

378

366

413

488

463

103

449

481

447

104

383

396

375

475

345

384

461

205

490

360

465

338

499

41

112

33

14

95

86

430

259

27

25

173

159

19

551

20

519

113

17

29

487

523

22

96

450

30

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

第二表

L．No．K．No．25曲集

23

58

104

187

263

324

331

338

345

375

381

413

422

424

429

430

433

465

475

486

490

498

S．3

S．39

499

380

64

159

481

377

460

169

450

113

20

438

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

141

33

175

531

446

96

519

13

523

202

513

441

30

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

第三表

L．　NoK．No．ロココ集
　No．

205

338

345

324

375

352

384

413

449

463

465

475

S．2

×21

487

450

113

460

20

11

17

9

27

430

96

519

420

162

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

※ロココ曲集ではこれの
み，ロンゴ番号が脱落して
いる。

「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト

　
服
部
幸
三
氏
が
音
楽
之
友
社
の
世
界
音
楽
全
集
の
ロ
コ
コ
ピ

ア
ノ
曲
集
に
収
め
ら
れ
た
ソ
ナ
タ
は
、
第
三
表
に
示
す
。

　
こ
れ
ら
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
く
の
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ

イ
．
ソ
ナ
タ
集
は
様
式
史
的
研
究
に
は
ま
っ
た
く
不
適
当
で
あ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
の
校
訂
版
　
∪
・

ω
0
9
二
舞
江
”
ω
詳
什
嘱
ω
o
口
p
3
ω
．
悼
く
9
ω
●
（
o
D
o
ぼ
目
日
臼
．
）
お
㎝
ω
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
」
ノ
ー
ト
岬

七
〇

が
K
．
ナ
ン
バ
ー
順
に
配
列
さ
れ
て
便
利
で
あ
る
。
た
だ
、
原
譜
に
忠
実

で
あ
る
の
で
、
二
段
鍵
盤
の
た
め
に
書
か
れ
た
作
品
の
場
合
、
ピ
ア
ノ
で

の
サ
イ
ト
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
向
か
な
い
記
譜
法
も
そ
の
ま
ま
の
こ
さ
れ

て
い
る
。

　
あ
と
が
き

か
ね
み
＼
十
八
世
紀
に
お
け
る
コ
ン
チ
ヌ
オ
和
声
か
ら
機
能
和
声
へ
の

発
展
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
面
か
ら
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
・

ソ
ナ
タ
を
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
〇
〇
曲
以
上
の
ソ

ナ
タ
を
カ
ー
ク
バ
ト
リ
ッ
ク
番
号
順
に
な
ら
べ
な
お
し
て
ア
ナ
リ
ー
ゼ

す
る
に
は
時
間
的
に
間
に
あ
わ
な
く
な
っ
た
の
で
予
定
を
変
更
し
て

急
に
こ
の
よ
う
な
小
論
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
そ
の
大
部
分

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
へ

が
ノ
リ
と
ハ
サ
ミ
の
お
か
げ
を
こ
う
む
り
、
か
つ
、
筆
者
と
し
て
は
音

楽
学
以
前
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
り
、
ま
た
研
究
史
的
な
部
分
も
、
こ

れ
ま
た
、
以
前
か
ら
、
ま
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
に

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
に
関
連
し
て
ふ
れ
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

こ
と
だ
け
に
、
重
要
な
文
献
が
か
な
り
脱
け
て
い
て
、
非
常
に
杜
撰
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
は
名
詮
自
称
雑

記
な
の
で
あ
る
。
後
日
を
期
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
カ
ー
ク
バ
ト

リ
ッ
ク
の
研
究
に
非
常
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
が
、
そ
の
頁
数
を
一
々

記
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
　
音
楽
史
）


